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1. はじめに 

　2017年6月25日7時2分の長野県南部の地震(Mj5.6)は、1984年長野県西部地震(Mj6.8)の余震域の北東端付

近、深さ1~5kmで発生した逆断層型の地震である。断層の上端付近では、Vp/Vsの小さい顕著な低速度異常域

が推定されていた(Doi et al.,2013)。　 

この地域では、1995年より10kHzサンプリングの地震観測が行われており(Iio et al., 1999)、2008年には満点

地震計が追加された。満点観測網は、上記の低速度異常域を詳細に調べるために配置されたが、はからず

も、Mj5.6を直上で待ち受ける体制となった。昨年秋の学会において、得られた大量の高精度の地震メカニズ

ム解から断層周辺の応力場を推定し、余震域の北側、断層の北端付近で横ずれ型の余震が多い理由として、摩

擦係数が小さい可能性を指摘した。今回は、上下の端付近の地震前の応力場について議論する。  

 

2. 結果　 

最初に、M5.6の断層面を出来るだけ正確に推定した。稠密観測網によるメカニズム解の節面と平行な面の中

で、余震の震源との距離の二乗和が最小となる面を求めた。次に、その面上において、矩形を仮定して断層面

の大きさ、位置と向きを、下記の3通りの方法で推定した。i) 断層端に余震が集中するように手動で推定、ii)

断層端から余震の震源までの距離の和が最小となるように推定、iii) 断層直交方向も含めて断層面内の余震数と

断層端の位置の関係を折れ線でfitした折れ曲がり点から推定。これらの方法で推定した断層面と断層端が、応

力逆解析における解析領域の端になるように、各解析領域を設定して、応力場を推定した。M5.6の発生後、い

ずれの結果においても、断層の上下の端付近において、最大主応力の傾斜角が水平から回転することが見いだ

された。一方、断層面内付近においてはそのような回転は見られず、安定した方位分布が見られた。 

　M5.6のすべり分布と初期応力を仮定して地震後の応力場の再現を試みた。その結果、断層の上下の端付近に

おいて地震前に差応力が非常に小さくないと、上記の主応力の回転を再現できないことが分かった。また、地

震前には、断層付近において、このような主応力の回転は見られなかった。断層の上端付近においては、上記

のように、顕著な低速度異常域が推定されていたが、M5.6の発生前に、断層の上下の端付近において、応力緩

和が発生していた可能性が考えられる。あるいは、この断層の上下の延長部が存在した場合には、その部分の

断層強度が小さかった可能性も考えられる。  
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